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No. 検討事項 現行仕様／問題点 検討結果

① 「積荷目録情報登録（Ｍ
ＦＲ）」業務の省略可能
化

「出港前報告（ＡＭＲ）」業務と「積荷目録情報登録（ＭＦＲ）」業務
で同一の内容を報告しており、冗長であるため、ＡＭＲの情報を利用し
て積荷目録提出（ＭＦＲ－ＤＭＦ）まで完了させてほしい。

現行フローの他に、出港前報告（ＡＭＲ）情報を利用しＭＦＲ
業務を実施することなくＤＭＦ業務の実施を可能とする新規フ
ローを可能とする。
なお、ＭＦＲ業務における必須項目がＡＭＲ業務にて未登録の
場合は、ＤＭＦ業務前までにＣＭＲ業務によって訂正登録して
おく必要がある。

②
「積荷目録情報登録（一
括）（ＭＦＩ）」業務に
おけるＣＹ一括登録機能

海外の出港前報告者は、コンテナオペレーション会社（利用者コード５
桁）を把握することが困難であるため、出港前報告時に当該項目の登録
ができない。この場合、本邦利用者によるＭＦＩが実施できない（エ
ラーとなる）。

ＭＦＩ業務にコンテナオペレーション会社の入力項目を追加し、
出港前報告（ＡＭＲ）情報にコンテナオペレーション会社の登
録がない場合でも当該項目に入力がされている場合はエラーと
せず、入力値に基づき、貨物情報の登録が行えるように変更す
る。

③
船舶情報の変更に伴う
再報告の簡素化

①トランシップ等による船舶情報の変更に伴う再報告は、船舶情報以外
のすべての項目を再入力する必要があるため、煩雑である。

②欧州→釜山（トランシップ）→日本のような航路の場合、欧州の出港
前に報告をしていたとしても、船会社は釜山において船舶情報の変更に
伴う再報告（トランシップ登録）を行う必要がある。また、ＮＶＯＣＣ
も船会社同様、欧州の出港前に報告をしていたとしても、船会社から連
絡を受けて船舶情報の変更に伴う再報告を行う必要があるが、船会社⇔
ＮＶＯＣＣ間の連絡不備等により、 ＮＶＯＣＣによる釜山での再報告が
実施できず、結果的に船舶情報不一致、出港日時報告未済となるケース
がある。

①本船利用船会社および船積港の単位に船舶情報を一括して訂
正できる業務を新設する。また、個別にＢ／Ｌ番号を指定して
訂正することも可能とする。
なお、従来どおり、ＡＭＲ業務等の船舶情報の変更に伴う再報
告機能は維持する。
②ＡＨＲ（ＣＨＲ）業務の登録時点において、報告する積荷の
トランシップ等による船舶情報の変更有無が判断できる場合で、
変更後の船舶情報が不明である場合に、船会社が報告するマス
ターの船舶情報に準ずる旨をあらかじめ登録できるよう、ＡＨ
Ｒ（ＣＨＲ）業務に入力項目の追加を行う。
例えば、欧州→釜山（トランシップ）→日本のような航路の場
合で、欧州出港前に欧州から釜山向けの船舶情報でＡＨＲ業務
で報告を行った際、マスターの船舶情報に準ずる旨を登録した
場合は、船会社が釜山の出港前に釜山から日本向けの船舶情報
でＡＭＲ業務で報告を行ったとしても、システムによるハウス、
マスター間の船舶情報不一致判定を実施しないこととする。

④
「出港日時報告（ＡＴ
Ｄ）」業務後のＣＭＲ、
ＣＨＲの可能化

「出港前報告訂正（ＣＭＲ）」業務および「出港前報告訂正（ハウスＢ
／Ｌ）（ＣＨＲ）」業務は、「出港日時報告（ＡＴＤ）」業務後に実施
できない。

ＡＴＤ業務後、ＤＭＦ業務前までのＣＭＲ（ＣＨＲ）業務等を
可能とする。なお、ＡＴＤ業務に先行してＤＭＦ業務が実施さ
れている場合は、現行通り、ＡＴＤ業務前までＣＭＲ（ＣＨ
Ｒ）業務を可能とする。
ただし、税関による事前通知に従いＣＭＲ業務を行う場合は、
ＡＴＤ業務およびＤＭＦ業務が実施されている場合でも訂正を
可能とする（※現行通り）。

１．出港前サブＷＧにおける主要検討事項（１）【第17回ＷＧ提示済】

出港前サブＷＧにおいては、２０１５年１月より以下の事項についてサブＷＧを８回開催し検討を行った。
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No. 検討事項 現行仕様／問題点 検討結果

⑤ 「関連ハウス事前通知
（ＤＮＵ）」の改善

船会社にマスターＢ／Ｌ単位で出力する「関連ハウス事前通知（ＤＮ
Ｕ）」について、該当するハウスＢ／Ｌ番号や個々の事前通知コードが
記載されていないため、どのような対応をすればよいか分からない。

「関連ハウス事前通知（ＤＮＵ）」について、該当するハウスＢ
／Ｌ番号、事前通知コード、件名を一覧に記載した通知に変更す
る。
なお、通知内容の詳細を確認する場合は、「出航前報告照会（Ｉ
ＡＲ）」業務を利用する。

⑥
「積荷目録情報登録訂正
（積荷目録提出後）（Ｃ
ＭＦ０２）」業務におけ
る運用手続きの簡素化

ＣＭＦ０２は、あらかじめ積荷目録を提出した税関（監視担当部門）の
窓口に訂正等の理由を申し出た上で行う必要があり、手続きが煩雑であ
る。

税関の窓口への訂正等理由の申出をＮＡＣＣＳで行うことができ
るよう、ＣＭＦ０２業務において入力項目に「訂正等理由コー
ド」、「訂正等理由（210桁）」欄を新設する。

⑦
積荷情報削除時における
削除理由の入力

ＣＭＲ、ＣＨＲ、ＣＭＦ０１において積荷情報が削除される場合、削除
理由が不明であるため、税関審査に支障がある。
また、ＣＭＦ０２で積荷情報を削除する場合には、あらかじめ積荷目録
を提出した税関（監視担当部門）の窓口に削除理由を申し出た上で行う
必要があり、手続きが煩雑である。

ＣＭＲ、ＣＨＲ、ＣＭＦ０１、ＣＭＦ０２業務において入力項目
に「削除理由コード」、「削除理由（210桁）」欄を新設する。

⑧ 「出港前報告訂正（ハウ
スＢ／Ｌ）（ＣＨＲ）」
業務におけるマスター
Ｂ／Ｌ番号の訂正可能化

現行のＣＨＲではマスターＢ／Ｌ番号の訂正ができないため、登録した
情報を削除したのち、再度、ＡＨＲまたはＣＨＲにて登録を行う必要が
ある。

ＣＨＲ業務において、登録した情報を削除することなくマスター
Ｂ／Ｌ番号の訂正を可能とする。

⑨ 出港前報告不一致Ｂ／Ｌ
の一覧照会の可能化

入港前報告（ＤＭＦ）までに出港前報告未済による不一致を解消する必
要があるが、ＡＭＲ（ＣＭＲ）で登録したＢ／Ｌと、ＭＦＲで登録した
Ｂ／Ｌの件数の差分を把握できる機能がない。

①ＩＭＩ業務に新規の照会種別「Ｓ：Ｂ／Ｌ番号一覧（出港前報
告不一致）照会」を追加する 。

②既存照会種別｢Ｂ：Ｂ／Ｌ番号一覧照会｣の照会項目に出港前報
告不一致（出港前報告未済、出港日時報告未済）のステータスを
項目追加し、Ｂ／Ｌ番号の繰り返し部分をグリッド表示とする。

⑩ マッチング判定結果の通
知の改善

【プログラム変更要望】
マスターＢ／Ｌに先行してハウスＢ／Ｌを報告した場合、マスターＢ／
Ｌとのマッチングが不明なため報告期限を過ぎてからマスターＢ／Ｌ番
号等の入力誤りに気づく場合がある。
上記のような場合においても、マッチング結果が分かるようにしてほし
い。

<船会社への通知>
ハウスＢ／Ｌ報告完了が先行した場合についても、その後のマス
ターＢ／Ｌの報告時に「ハウスＢ／Ｌ報告完了通知情報（ＳＡＳ
１３５）」を出力する。
＜ＮＶＯＣＣへの通知＞
ハウスＢ／Ｌ報告完了の旨が登録されたのちに、マスターＢ／Ｌ
が報告された場合等において、マッチングを行い、新規帳票をマ
スターＢ／Ｌ単位に出力する。

１．出港前サブＷＧにおける主要検討事項（２） 【第17回ＷＧ提示済】
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No. 検討事項 現行仕様／問題点 検討結果

⑩
マッチング判定結果の通
知の改善
（追加検討事項）

【追加変更要望】
マスターＢ／ＬがハウスＢ／Ｌに先行して登録された際、その後最初の
ハウスＢ／Ｌの報告が行われた際にハウスＢ／Ｌの報告を通知する新規
帳票をマスターＢ／Ｌ報告者へ出力してほしい。

後述のとおり

⑪
積荷情報の一意制約項目
（航海番号）追加

【プログラム変更要望】
ＭＦＲ等で登録する積荷情報は｢船舶コード＋船会社コード＋船卸港コー
ド＋船卸港枝番｣のみで一意制約を設定している。そのため、近海航路の
定期船においては、前航海の積荷情報と重複しないよう、船卸港枝番
「１～９」を入力する仕様であるが、船卸港枝番の管理、関係者との共
有は困難であり、実務において支障が出ている。

航海番号を一意制約項目とすることについては、「運航船会社
航海番号」を必須項目として、船卸港枝番による業務運用の複
雑化を解消することを目的し提案したが、運用に影響を与える
可能性がある。また、利用者様システムへの影響が多大となる
等の問題により、現行仕様の継続が望ましいものと考えられる
ことから、「運航船会社航海番号」の必須化については取り下
げることとしたい。

ただし、ＭＦＲ業務、ＡＭＲ業務等に関しては、出港前報告制
度に係る仕様変更に伴い入出力項目の追加変更等が行われるこ
とから、将来的な活用も見据えて「運航船会社航海番号」につ
いては「任意項目」として追加することとする。

⑫ Ｂ／Ｌセパレート等発生
時における機能改善

セパレート等前のＢ／Ｌに対する出港前報告が期限内に行われている場
合でも、セパレート等後のＢ／Ｌに対する出港前報告が期限超過の場合
は、出港前報告期限超過による不一致となってしまう。

セパレート等前のＢ／Ｌに対して出港前報告が適切に行われている場合
でも、セパレート等後のＢ／Ｌ番号に対する出港前報告情報が登録され
ていないため、出港前報告未済による不一致となってしまう。
また、結果的に税関によるＳＰＤ通知を受けるケースがある。

出港前報告においては、セパレート等前後のＢ／Ｌ番号の関連
性を「ＢＬＬ（出港前報告Ｂ／Ｌ関連付け）（仮）」（新設業
務）にて予め登録したうえで、セパレート等後のＢ／Ｌ番号に
ついて出港前報告の追加報告（ＡＭＲ、ＣＭＲ、ＡＨＲ、ＣＨ
Ｒ業務）を行う。
入港前報告においては、セパレート等前後のＢ／Ｌ番号の関連
性をＢＬＬにて予め登録したうえで、セパレート等後のＢ／Ｌ
番号について入港前報告（ＭＦＲ、ＣＭＦ０１、ＣＭＦ０２）
を行う。

⑬
出港前報告制度および
入港前報告制度にかかる
業務における入力項目の
変更点

後述のとおり 後述のとおり

※第17回海上合同ＷＧ以降の検討内容を反映し、追加項目
および対象業務等の変更を行った。

１．出港前サブＷＧにおける主要検討事項（３）
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積荷目録提出

ＤＭＦ

出港日時報告

ＡＴＤ

出港前報告情報
ＤＢ

貨物情報
ＤＢ

① 入力された船舶情報（船舶コード、船会社コード、航海番号、船卸港、船卸港枝番）と一致する出港前報告情報を抽出し、当該出港前報告の登録内容にも
とづき貨物情報を作成する。ただし、既にＭＦＲにより１件でも出港前報告の対象となる貨物情報を作成している本船利用船会社である場合は、貨物情報を
作成しない。

② ①の貨物情報の作成は多数件処理で行い、当該処理結果は、一覧形式でＤＭＦ実施者宛てに帳票出力する。

ＤＭＦの変更点

出港前報告

AMR

出港前報告

AMR

出港前報告

AMR

出港前報告

ＡＭＲ

貨物情報登録状況通知（仮）

Ｂ／Ｌ番号 状況
============================
NACC001  正常
NACC002  エラー ＣＹ未設定
NACC003  エラー １コンテナあたりのＢ／Ｌ数超過

ＭＦＲを実施することなく、
ＤＭＦの実施を可能とする。

【貨物情報が作成されない主な条件】

・通過貨物（船卸港が国外）
・コンテナオペレーション会社等、貨物情報に必要
な情報がＡＭＲで登録されていない

・ＡＭＲで登録されたコンテナ番号に対して、既に
登録されているＢ／Ｌ数が200件を超えている場
合や、既に登録されている船会社と異なる場合

【留意事項】

貨物情報が登録されなかった場合は、別途、
ＣＭＦ０２により追加登録を行う必要がある。

逆に、本邦に荷揚しないこととなったＢ／Ｌ
や、誤って出港前報告されたＢ／Ｌについて
貨物情報が作成された場合は、ＣＭＦ０２に
より削除する必要がある。

船舶情報が一致する出港前報告情報を抽出し、当該
出港前報告（ＡＭＲ）の内容にもとづき貨物情報を
作成する。
ただし、既にＭＦＲにより１件でも出港前報告の対
象となる貨物情報を作成している本船利用船会社で
ある場合は、貨物情報を作成しない。

実際にはエラー
コード等による出力

を想定

積荷目録情報登録

ＭＦＲ

出港前報告訂正

ＣＭＲ

ＭＦＲ上で必須入力である項目がＡＭＲ
にて未登録の場合は、ＤＭＦ前までにＣ
ＭＲにて訂正登録しておく必要がある。
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【留意事項】

①ＤＭＦの入力値（船舶コード、船会社コード、航海番号、船卸港、船卸港枝番）を
検索キーとして出港前報告情報ＤＢを検索するため、ＡＭＲ等で船舶情報を誤登録
しているＢ／Ｌについては、ＤＭＦにおいて貨物情報が作成されない。
→ＤＭＦ後、ＩＭＩ等を利用した貨物情報に過不足がないかの確認が運用上必須と
なる。また、積地、揚地間で船舶情報の厳密な共有が必要となる。

②ＡＭＲ後、実際には船積みされなかった積荷等の場合で、ＣＭＲの削除が実施され
なかった場合、当該Ｂ／Ｌの貨物情報をＤＭＦで作成してしまうため、余計に作成
された貨物情報については、ＣＭＦ０２で削除する必要がある。
→ ＤＭＦ後、 ＩＭＩ等を利用した貨物情報に過不足がないかの確認が運用上必須と
なる。

③近海航路における定期船の場合は、ＤＭＦ実施時点において次航海のＡＭＲが行わ
れている可能性がある。この場合、ＤＭＦの貨物情報作成において次航海の積荷が
混在してしまう。
→積地、揚地間で船卸港枝番の厳密な共有が必要となる。

２．検討事項No.１ 「積荷目録情報登録（ＭＦＲ）」業務の省略可能化
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３．検討事項No.10 マッチング判定結果の通知の改善

ハウスＢ／Ｌの報告に先行してマスターＢ／Ｌが報告される場合、船会社はＮＶＯＣＣによるハウスＢ／Ｌ報告完了が入力されるまでハウスＢ／Ｌの報告有
無が判断できない。

※ＩＡＲ、ＩＭＬ業務の照会項目「ハウスＢ／Ｌ未登録」によりハウスＢ／Ｌの報告有無は判断可能であるが、海外申請者である場合は、ＩＡＲ業務の業務
資格がなく、また、ＩＭＬ業務についてもサービスプロバイダがＩＭＬ業務に対応していないケースがある。
そのため、海外から日本支社等への問い合わせが頻繁に発生し、業務に支障が出ている。

※ハウスＢ／Ｌの報告が先行している場合は、ＡＭＲ業務の処理結果通知の出力項目「Ｂ／Ｌ不突合識別」がスペースとなるため、判断可能である。

背景

ハウスＢ／Ｌの報告に先行してマスターＢ／Ｌが報告された場合、その後のＡＨＲ業務またはＣＨＲ業務によりハウスＢ／Ｌが報告された際＊に新規帳票
「ハウスＢ／Ｌ報告状況通知情報（ＳＡＳ１５７）」 ＊をマスターＢ／Ｌの報告者へ出力する。

（＊）具体的には、出港前報告情報不一致判定処理のハウスＢ／Ｌ未登録判定において、ハウスＢ／Ｌ未登録である旨を取り消した場合に出力する。
（＊）帳票イメージは次スライド参照。

検討内容

先行するＡＭＲ業務において「マスターＢ／Ｌ識別」に“Ｍ”の入力がない場合は、新規帳票は出力しない＊。そのため、「マスターＢ／Ｌ識別」は正確に入
力する必要がある。
（＊）新規帳票の出力契機は、ハウスＢ／Ｌ未登録である旨を取り消す場合であり、「マスターＢ／Ｌ識別」に“Ｍ”の入力がないＢ／Ｌは、ハウスＢ／Ｌ未

登録である旨が登録され得ないため。

留意事項
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３．検討事項No.10 マッチング判定結果の通知の改善

検討内容つづき
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４．出港前報告制度および入港前報告制度にかかる業務における入力項目の変更点（１）

項目 変更内容 対象業務 変更理由

運航船社航海番号 入力項目（任意）を追加する。 ＡＭＲ、ＣＭＲ、ＭＦＲ、
ＣＭＦ０１、ＣＭＦ０２、
ＣＭＦ０３

将来的に航海番号を積荷目録情報の一意制約
項目とすることを念頭に追加を行い、管理が
煩雑である船卸港枝番の入力の見直しを検討
するため。

★Ｂ／Ｌ番号
★ハウスＢ／Ｌ番号
★マスターＢ／Ｌ番号

35桁（フル桁）の入力を可能とする。 ＡＭＲ、ＣＭＲ、ＡＨＲ、ＣＨＲ、
ＭＦＲ、ＣＭＦ０１、ＣＭＦ０２、
ＣＭＦ０３、ＮＶＣ０１

第６次ＮＡＣＣＳ要件（Ｂ／Ｌ番号の35桁
入力可能化）。

仕出港コード 国内港の入力を可能とする。 ＡＭＲ、ＣＭＲ、ＡＨＲ、ＣＨＲ 本邦からの出戻り貨物に対応するため。

★荷送人コード
★荷受人コード
★着荷通知先コード

桁数を変更する。 ＡＭＲ、ＣＭＲ、ＡＨＲ、ＣＨＲ、
ＭＦＲ、ＣＭＦ０１、
ＣＭＦ０２、ＮＶＣ０１

第６次ＮＡＣＣＳ要件（法人番号の入力可能
化）。

★荷送人名
★荷受人名
★着荷通知先名

①桁数を175桁から70桁に変更する。
②住所をまとめて入力できる仕様を廃止す
る。

ＭＦＲ、ＣＭＦ０１、
ＣＭＦ０２、ＮＶＣ０１

出港前報告業務の入力仕様にあわせるため。

★荷送人住所（連続入力）
★荷受人住所（連続入力）
★着荷通知先住所（連続入
力）

①桁数を105桁から175桁に変更する。
②電話番号をまとめて入力できる仕様を廃
止する。

ＡＭＲ、ＣＭＲ、ＡＨＲ、ＣＨＲ ①住所１／４～４／４の合計桁数にあわせる
ため。
②官要件のため。

桁数を105桁から175桁に変更する。 ＭＦＲ、ＣＭＦ０１、
ＣＭＦ０２、ＮＶＣ０１

住所１／４～４／４の合計桁数にあわせるた
め。

荷送人電話番号
荷受人電話番号
着荷通知先電話番号

任意入力から必須入力へ変更する。 ＡＭＲ、ＣＭＲ、ＡＨＲ、ＣＨＲ 官要件のため。

★危険貨物等コード 項目名を「特殊貨物コード」に変更する。 ＡＭＲ、ＣＭＲ、ＡＨＲ、ＣＨＲ、
ＭＦＲ、ＣＭＦ０１、
ＣＭＦ０２、ＮＶＣ０１

入力契機が危険貨物の場合に限らないため。

★品名 桁数を70桁から350桁に変更する。 ＭＦＲ、ＣＭＦ０１、
ＣＭＦ０２、ＮＶＣ０１

出港前報告業務の入力仕様にあわせるため。

「★」の項目については、同一項目を有する後続業務（ＳＡＩ、ＣＹＢ等）、照会業務（ＩＣＧ等）、出力帳票についても同じ変更を行う。
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４．出港前報告制度および入港前報告制度にかかる業務における入力項目の変更点（２）

項目 変更内容 対象業務 変更理由

★代表品目番号 桁数を４桁から６桁に変更する。なお、先
頭４桁のみの入力も可能とする。

ＭＦＲ、ＣＭＦ０１、
ＣＭＦ０２、ＮＶＣ０１

出港前報告業務の入力仕様にあわせるため。

ＩＭＤＧクラス
ＵＮ Ｎｏ．

入力欄を繰返し５欄に変更する。 ＡＭＲ、ＣＭＲ、
ＡＨＲ、ＣＨＲ

複数入力が必要なケースがあるため。

★コンテナ番号 等 入力欄を100欄から200欄に変更する。 ＡＭＲ、ＣＭＲ、
ＡＨＲ、ＣＨＲ、
ＭＦＲ、ＣＭＦ０１、
ＣＭＦ０２

第６次ＮＡＣＣＳ要件（１Ｂ／Ｌあたりのコンテナ本
数拡大）。

船舶情報変更予定有識別 入力項目を追加する。

Ｙ：トランシップ等による船舶情報の変更
予定があり、変更後の船舶情報が不明
な場合で、船会社、船舶代理店が報告
するマスターの船舶情報に準ずる場合

ＡＨＲ、ＣＨＲ 船舶情報の変更に伴う再報告簡素化のため。

削除理由コード（数字１桁）
削除理由（英字210桁）

入力項目を追加する。 ＣＭＲ、ＣＨＲ、
ＣＭＦ０１、ＣＭＦ０２

官要件のため。

訂正理由コード（数字１桁）
訂正理由（英字210桁）

入力項目を追加する。 ＣＭＦ０２ ＣＭＦ０２における運用手続きの簡素化のため。

コンテナオペレーション会社
コード

入力項目を追加する。 ＭＦＩ コンテナオペレーション会社が登録されないケースに
おいてエラーとなることを回避するため。

「★」の項目については、同一項目を有する後続業務（ＳＡＩ、ＣＹＢ等）、照会業務（ＩＣＧ等）、出力帳票についても同じ変更を行う。
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５．ＭＦＲ業務における出力項目の変更

メールサブジェクトには以下の項目を出力。
（１）Ｂ／Ｌ番号が入力されている場合で、ＡＴＤ業務が実施済みかつ正常終了の場合
・Ｂ／Ｌ番号 35桁
・出港日時 12桁
・グリニッジ標準時差分 ５桁
・緩和措置対象地域識別 １桁

（２）（１）以外の場合
・Ｂ／Ｌ番号または先頭のコンテナ番号 35桁

変更後

メールサブジェクトには以下の項目を出力。
（１）Ｂ／Ｌ番号が入力されている場合で、ＡＴＤ業務が実施済みかつ正常終了の場合
・Ｂ／Ｌ番号 20桁
・出港日時 12桁
・グリニッジ標準時差分 ５桁
・緩和措置対象地域識別 １桁

（２）（１）以外の場合
・Ｂ／Ｌ番号または先頭のコンテナ番号 35桁

変更前

項目 変更内容 対象業務 変更理由

処理結果通知（＊ＳＭＦＲ）
メールサブジェクト

以下の通り ＭＦＲ メールサブジェクトは64byteであるが、Ｂ／Ｌ番号
35桁（フル桁）化に伴い桁数をオーバーするため。

※グリニッジ標準時での出力
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